
日 韓共同理工系学部留学生 プ ロ グ ラ ム報告

(2 009 年 4 月，_ 2 0 1 0 年 3 月 )

1 は じ め に

副 島健治

1998 年 の 日 韓首脳会議 に お け る 121 世紀 に 向 け た 新 た な 日 韓パ ー ト ナ ー シ ッ プ」 の 構築 の 合意 に 基

づ き ， 具体的 な 行動計画 と し て 「 日 韓共 同 理工系学部留学生事業」 が立 ち 上 げ ら れ た 。 こ の事業は韓国

で選抜 さ れ た 高校卒業生 を留学生 と し て 日 本 の 国立大学の 理工系学部が受 け入れ る プ ロ グ ラ ム で あ る 。

1999 年 に 本事業 の 第 1 期生 の 募集が開始 さ れ た。 富 山 大学へ は 本事業 に よ っ て ， 2001 年度 (第 2 期生)

4 人， 2003 年度 (第 4 期生) 1 人， 2004 年度 (第 5 期生) 1 人， 2006 年度 (第 7 期生) 1 人 の 配置学

生 (以下， 1 日 韓生」 と す る ) が あ っ た 。 そ し て ， 2009 年度 に 2 人 の 日 韓生 (第 10 期生) を 予備教育

生 と し て 本学留学生 セ ン タ ー に迎 え た。 本事業 は 10 年計画で開始 さ れ て お り ， 第 10 期生 が最終期生 と

い う こ と に な る が， 1平成 2 1 年度 日 韓共同理工系 学部留学生事業協議会J (2009 年 8 月 4 日 (火) ， 於 :

鹿児島大学) に お い て ， 本事業 は 「第 2 次 日 韓 プ ロ グ ラ ム 」 と し て 継続 さ れ る こ と が発表 さ れ た 。

「 日 韓共 同 理工系 学部留学生事業」 に よ る 本学配置 の 日 韓生へ の 予備教育， す な わ ち 日 韓共 同 理工系

学部留学生 プ ロ グ ラ ム (予備教育) を 「 日 韓 プ ロ グ ラ ム 」 と 呼ぶ こ と と す る 。

本学 に お け る 日 韓生 の 第 2 期生， 第 4 期生， 第 5 期生 は 本学学部 を す で に 卒業 し た。 現在の 本 プ ロ グ

ラ ム の 学部在籍者 は 第 7 期生 1 人 で あ る が， 工学部の 3 年生 と し て 真面 目 に 勉学 に 励 ん で い る 。

2 2009 年度の本事業 に よ る 書山大学への配置 に つ い て

2009 年度 に お け る 富 山 大学 の 理 ・ 工学部 の 日 韓生 の 受 け 入れ可能数 (各学科合計) は 16 人で， 2 名

の 配置が あ っ た 。 (表 1 ) 

表1 [2009 年度 富 山大学配置 日 韓生 ( 第1 0 期生) J

氏名 受入れ学部 ・ 学科
ア ノ

安 大 喚 (Ahn Dae H wan) 工学部 ・ 電気電子 シ ス テ ム 工学科

キ ム T ヒ ョ ン

金 免 亨 (Kim Tae Hyung) 理学部 ・ 物理学科

3 2009 年度 日 韓プ ロ ク. ラ ムの スケ ジ. ユ ール

上の 2 人 を 迎 え ， 富 山 大学 に お け る 日 韓生 (第 10 期生) の た め の 予備教育 を実施 し た。

第 10 期生 の た め の 主な ス ケ ジ ュ ー ル は以 下 の 通 り 。

2009年 9 月 30 日 (水) 日 韓 プ ロ グ ラ ム 専門教科講師 ミ ー テ ィ ン グ

10月 6 日 (火) 配置 日 韓生来 日 ， 外国人登録， 国民健康保険， 銀行 口 座 の 手続 き (市役所) 等

10月 7 日 (水) 日 本語研修 コ ー ス オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ， キ ャ ン パ ス ツ ア ー ， 教科書購入

日 本語 プ レ イ ス メ ン ト テ ス ト ， 1 日 韓生 の た め の 生活 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 」

10月 8 日 (木) 日 本語研修 コ ー ス 開講式

10月 13 日 (火) 工学部長表敬訪問

10月 15 日 (木) 理学部長表敬訪問

11月 18 日 (水) 1留学生 と 日 本人学生 と の 異文化交流パ ー テ ィ ー」

12月 18 日 (金) 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト ( 日 本語研修 コ ー ス ) 1私の 国」 発表会
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2010年 2 月 6 日 (土) ，.._， 7 日 ( 日 ) ホ ー ム ピ ジ ッ ト ・ ホ ー ム ス テ イ

2 月 16 日 (火) 口 頭発表 プ ロ ジ ェ ク ト ( 日 本語研修 コ ー ス ) í私 の 専門」 ス ピ ー チ 発表会

3 月 4 日 (木) 日 本語研修 コ ー ス 修 了 式

4 日 韓プ ロ グ ラ ムの概要

こ の プ ロ グ ラ ム は， 日 本語教育 と 専 門 教科， í 日 本文化」 お よ び そ の 他 の 特別 指 導 か ら な っ て い る 。

日 本語 ・ 日 本事情教育 の 部分 に つ い て は ， 日 本語研修 コ ー ス ( 中級) を部分的 に 受講す る 形 で実施 し て

い る 。 専門教科 と 「 日 本文化」 は 日 韓 プ ロ グ ラ ム 独 自 の 開講で あ る 。

日 本語 ・ 日 本事情教育 に お い て は ， í 日 本語文法 1 J í 日 本語文法 II J í 日 本語聴解J í 日 本語会話J í 日

本語文字 ・ 漢字J í 日 本事情」 の 科 目 の 授業 を実施 し た 。 専門教科 に お い て は ， í数学J f物理J í化学J í科

学技術 日 本語J í コ ン ビ ュ ー タ J í英語J の 科 目 の 授 業 を 実施 し た 。 こ れ ら 以 外 に 「特別指導」 の 時間 を

設 け た。

4. 1 日 韓プ ロ グ ラ ム (第 1 0 期生) の時間割

第 10 期生 の プ・ ロ グ ラ ム に お け る 時間割， 時 間 区分 は 次 の 通 り で あ る 。

[ 時間割 ]

時限 (月 ) (火) 注 1 (水) (木) (金)

日 本語交法 I 日 本語聴解 日 本語文法 I 日 本語文法 E 日 本語文法 H

2 日 本語文法 I 日 本語会話 日 本語文法 I 日 本語文法 E 日 本語文法 E

3 ヌ下古ミ・三ロ五日 注 2 数学 日 本語文字 ・ 漢字 化学 コ ン ビ ュ ー タ | 
4 特別指導 物理 日 本事情 科学技術 日 本語 特別指導

5 「 日 本文化」 活動等

(注 1 ) 平成22年 1 月 12 日 (火) は 月 曜 日 の 授 業 を 実施。
(注 2 ) 平成21年10月 26 日 (月 ) 3 限 目 の 授業 は 1 1月 6 日 (金) 4 限 目 に 実施。

[ 時 間 区分 ]

I 1 限 目 I 2 限 日 I (昼休 み) I 3 限 目 I 4 限 目 5 限 目

8:45 ，.._， 10 : 15  I 1O :30 ，.._， 12 :00 I 12 :00 ，.._， 13 :00 I 13 :00 ，.._， 14 :30 I 14:45 ，.._， 16 : 15  I 16:30 ，.._， 18 :00 

4.2 í特別指導」 に つ いて

4 . 1 の 時間 割 の 通 り ， 毎週月 曜 日 4 限 目 と 金 曜 日 の 4 限 目 を 「特別指導J と 位置付 け て 諸活動 を 行 っ た 。

必要 に 応 じ て 5 限 目 も 行 っ た 。

4.2 . 1 í特別指導」 に お け る 「 日 本文化」 活動

学 内 外 か ら 講師 を 招 い た り ， 美術館 を 訪問 し た り し て ， 日 本文化 に 関 す る レ ク チ ャ ー あ る い は 実技指

導 の 「 日 本文化」 活動 を 行 っ た 。 日 韓生以外 の 日 本語研修 コ ー ス の留学生 を 中 心 に ， 広 く 参加 を 認 め た。

2009 年度 は 4 回実施 し た 。

( 1) 日 本文学 10 月 30 日 (金) 4 限 (参加 : 17 名 )

(2) 邦楽 1 1 月 27 日 (金) 4 ・ 5 限 (参加 : 1 1 名 )

(3) 茶道 12 月 1 1 日 (金) 4 限 (参加 : 15 名 )

(4) 水墨画鑑賞 2010 年 1 月 8 日 (金) 4 限 (参加 : 10 名 )
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4.2 .2 r特別指導」 に お け る その他の活動

「 日 本文化」 活動以 外 の 特別 指導 と し て 「 ガ イ ダ ン ス 」 ・ 「 自 主活動 A J ・ 「 自 主活動 B J ・ 「学習 点検」

等 の 活動 を 行 っ た 。

「 自 主活動 A J は， 基本的 に 学 内 で の 自 主活動で， 日 韓生 の 自 主 的 な 学習 等 の ほ か に ， 富 山 大学 中 央

図書館探索， 日 本映画鑑賞， ス ピ ー チ 指導な ど を行 っ た。 「 自 主活動 B J は ， 引 率 を 伴 う 学外施設の 見学で，

本年度 は 郷土博物館， 佐藤記念美術館， 富 山市科学博物館， 富 山 市天文台 ( t 、 ず れ も 富 山市内) を 訪 ね た 。

「学習点検」 で は， 日 韓生 の 学習状況を把握 し コ ン サ ル テ ィ ン グ や具体的 な 学習指導等を 行 っ た。

ま た ， 日 韓生 は 日 韓 プ ロ グ ラ ム の 特別指導 と は 別 に ， 日 本語研修 コ ー ス の 特別 指導 に も 参加 し た 。

以下， 具体的 に 実施 し た 日 を示す。

「 ガ イ ダ ン ス J 2009年 10月 9 日 (金)

「 自 主活動 A J 2009年 10月 16 日 (金) ， 10月 19 日 (月 ) ， 10月 26 日 (月 ) ， 11月 2 日 (月 ) ， 1 1月 9 日 (月 ) ，

2010年 1 月 12 日 (火) ， 1 月 18 日 (月 ) ， 1 月 22 日 (金) ， 2 月 5 日 (金) ， 2 月 8 日 (月 ) ，

2 月 12 日 (金)

「 自 主活動 B J 2009年 11月 30 日 (月 ) ， 12月 14 日 (月 ) ，

2010年 1 月 25 日 (月 )

「学習点検J 2009年 10月 26 日 (月 ) ， 11月 16 日 (月 ) ， 12月 7 日 (月 ) ，

2010年 1 月 4 日 (月 ) ， 2 月 l 日 (月 )

日 本語研修 コ ー ス 特別指導 (1 ス ピ ー チ 発表会」 等 を 含む)

2009年 10月 23 日 (金) ， 11月 13 日 (金) ， 12月 4 日 (金) ， 12月 18 日 (金) ， 12月 21 日 (月 ) ，

2010年 l 月 29 日 (金) ， 2 月 15 日 (月 ) ， 2 月 16 日 (火)

そ の他 2009年 11月 20 日 (金)

4.2 .3 他大学 と の交流

12 月 18 日 (金) の 日 本語研修 コ ー ス 口 頭発 表 プ ロ ジ ェ ク ト (1私 の 国 」 発表会) は ， 金沢大学配置

の 日 韓生 と 合 同 で行 っ た。 口 頭発表後 は ， 留学生 セ ン タ ー 1 階談話室 に て 両校 の 日 韓生 の 交流 の 時 聞 を

持 っ た。

金沢大学 の 日 韓生 と の 交流 は 2006 年度 の 日 韓 プ ロ グ ラ ム (第 7 期生) で 行 わ れ て お り ， 今 回 で 2 回

目 で あ る 。

5 日 韓プ ロ グ ラ ム担当者

プ ロ グ ラ ム の 内容 の 担 当 者 は 以下 の 通 り で あ る 。

砂 [ 日 本語 ・ 日 本事情 ] (科 目 名 /担 当 者)

「 日 本語文法 1 J / 中 河和子 ・ 高 自 智美

「 日 本語文法 II J /松 岡裕見子 ・ 副 島健治

「 日 本語聴解J /加藤扶久美

「 日 本語会話J /副 島健治

「 日 本語文字 ・ 漢字J /漬 田 美和

「 日 本事情J / 出 原節子

砂 [ 専門教科 ] (科 目 名/担当者)

「数学J /吉 田 範夫 (世話教員) ・ 渡遺義之 ・ 阿部幸隆 ・ 菊池万里 ・ 古 田 高土 ・ 幸 山 直人 ・ 村川 秀樹

「物理J /石川義和 (世話教員) ・ 桑井智彦 ・ 清水建次 ・ 兼村晋哉

「科学技術 日 本語J /宮武滝太

「化学J /宮武滝太
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「英語J /土 田 千津子

「 コ ン ビ ュ ー タ J /松 岡裕見子

砂 [ 日 本文化 ] (科 目 名 /担 当 者)

「 日 本文学J /呉羽長

「邦楽J /井上雅喜代 ・ 遠藤雅楽佐保 ・ 小谷晃子

「茶道J /津津宗美

「水墨画 の 基礎知識 と 鑑賞J /富 山 県水墨美術館職員

砂 コ ー デ ィ ネ ー タ ー

副 島健治 (留学生 セ ン タ ー )

6 日 韓共同理工系学部留学生事業受入れ方法検討ワ ー キ ン グ

6. 1 構成員

日 韓共 同 理工系学部留学生事業 の 本学 に お け る プ ロ グ ラ ム を 円 滑 に 遂行す る た め の 準備 な ど を 行 う

「 日 韓共 同理工系 学部留学生事業受入れ方法検討 ワ ー キ ン グJ (以下 「 日 韓W G J と す る ) は 2001 年 4

月 に 立 ち 上 げ ら れ， 若干の メ ン バ ー の 交代 を 経 て 現在 に 至 っ て い る 。 2009 年度 の メ ン バ ー は 石川 義和 (理

学部， 日 韓W G 長) ， 宮武滝太 (工学部) ， 加藤扶久美 (留学生 セ ン タ ー ) ， 副 島健治 (留学生 セ ン タ ー ) ， 

飯野 る み子 (学生支援 グ ル ー プ留学支援 チ ー ム ) の 5 人で構成 さ れ， 副 島が コ ー デ ィ ネ ー タ ー を 務 め て

い る 。

6.2  日 韓W G の活動

2009 年度 は 以 下 の よ う に ， 日 韓W G の ミ ー テ ィ ン グ が 4 回持 た れ た。

0 日 韓共 同理工系学部留学生事業受入 れ方法検討 ワ ー キ ン グ第 23 回 ミ ー テ ィ ン グ

日 時 : 2009 年 5 月 26 日 (火) 15 :00 - 16 :20， 場所 : 留学生 セ ン タ ー長室

参加者 : 日 韓W G メ ン バ ー

[ 報告事項 ]

砂 日 韓 プ ロ グ ラ ム 協議会 と 推進 フ ェ ア 開催 に つ い て

砂 日 韓生配置 を受 け て

a 日 韓生 の た め の 予備教育 (専門科 目 ) に つ い て ， b 日 韓 プ ロ グ ラ ム 時間割， c 日 韓生 の た め の 予

備教育の 「英語」 と 「 コ ン ビ ュ ー タ 」 講師， d I 日 本文化」 講師， e I 日 本文化」 実施 日 程調整表

[ 審議事項 ]

砂 昨年度 (2008 年度) の 日 韓共同理工系学部留学生 プ ロ グ ラ ム 総括

砂今年度 の 日 韓 プ ロ グ ラ ム 協議会 と 推進 フ ェ ア 開催 の 参加者

砂今年度 の 推進 フ ェ ア に 向 け て ア イ デ ア な ど

砂 そ の 他

O 日 韓共 同 理工系 学部留学生事業受入 れ方法検討 ワ ー キ ン グ第 24 回 ミ ー テ ィ ン グ

日 時 : 2009 年 7 月 24 日 (金) 9:30 - 10:30， 場所 : 留学生 セ ン タ ー 長室

参加者 : 日 韓W G メ ン バ ー ， 張 勤ぺ 石原外美竺 朝野真※ ( ※ は 推進 フ ェ ア 参加者)

[ 報告事項 ]

惨今年度の 「 日 韓 プ ロ グ ラ ム 協議会」 と 推進 フ ェ ア 開催， 参加者 に つ い て

砂 日 韓生配置 を 受 け て ， 今年度 の 日 韓生予備教育 に つ い て 確認

a 日 韓生 の た め の 予備教育 ( 日 本語 ・ 専門科 目 ， 時間割) ， b I 日 本文化」

[ 審議事項 ]

砂 金沢大学 の 日 韓生 と の 交流 に つ い て
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砂 今年度 の 日 韓 プ ロ グ ラ ム 推進 フ ェ ア に 向 け て

砂 推進 フ ェ ア 後 の 報告 と 反省会等

砂 第 10 期生の 予備教育 (今年度 の 後期) に つ い て

専門科 目 授業担 当者へ の 説 明会 (a 時期， b 場所， c 内容)

砂 そ の 他

0 日 韓共 同理工系学部留学生事業受入れ方法検討 ワ ー キ ン グ第 25 回 ミ ー テ ィ ン グ

日 時 : 2009 年 1 1 月 18 日 (金) 13 :00 � 14 :30， 場所 : 留学生 セ ン タ ー長室

参加者 : 日 韓W G メ ン バ ー

[ 報告事項 ]

砂 今年度 の 「 日 韓 プ ロ グ ラ ム 協議会」 に つ い て

砂 日 韓 プ ロ グ ラ ム 「推進 フ ェ ア 報告会」 に つ い て

砂 本年度配置 日 韓生 と 予備教育 に つ い て

惨 来年度 の 配置 に 関 し て

[ 審議事項 ]

砂今年度の 日 韓 プ ロ グ ラ ム 推進 フ ェ ア (1 フ ェ ア 報告会 」 も 含む) の 反省

砂 来年度 の 日 韓 プ ロ グ ラ ム 推進 フ ェ ア に 向 け て

険金沢大学の 日 韓生 と の 交流 に つ い て

砂 日 韓 プ ロ グ ラ ム 「 特別 指導 」 に お け る 学外施設 の 見学 に つ い て

砂 そ の f也

0 日 韓共 同理工系学部留学生事業受入れ方法検討 ワ ー キ ン グ第 26 回 ミ ー テ ィ ン グ

日 時 : 2010 年 1 月 19 日 (火) 16 :30 � 17 : 30， 場所 : 留学生 セ ン タ ー長室

参加者 : 日 韓W G メ ン バ ー

[ 報告事項 ]

砂 第 7 期生 と 本年度配置 の 第 10 期 生 の 様子

砂 金沢大学 の 日 韓生 と の 交流 (12 月 18 日 (金) ) に つ い て

砂 来年度 の 配置 に 関 し て

[ 審議事項 ]

砂 来年度 の 日 韓 プ ロ グ ラ ム 推進 フ ェ ア に 向 け て

砂今年度 日 韓 プ ロ グ ラ ム 予備教育 の 終了 (修了) に つ い て

砂 そ の 他

6.3  日 韓W G のその他の活動

O推進 フ ェ ア 直前最終打 ち 合 わ せ

日 時 : 2009年 9 月 3 日 (木) 9 : 30 - 10 :30， 場所 : 学生相談室 (学生支援 グ ル ー プ事務室隣)

O推進 フ ェ ア 報告会

日 時 : 2009年 9 月 9 日 (水) 1 1 :00 - 12 :30， 場所 : 理学部 2 階小会議室

参加者: 推進 フ ェ ア 参加者， 日 韓W G メ ン バ ー ， 学生支援 グ ル ー プ長

7 平成 21 年度 日 韓共同理工系学部留学生事業推進 フ ェ ア

本事業 は 10 年計画 の 事業 と い う こ と で， 今年度で一旦 の 区切 り が つ け ら れ， 来年度 よ り 「第 2 次 日

韓 プ ロ グ ラ ム 」 に 入 る 。 こ の 第 2 次事業 に お け る 第 1 期生筆記試験合格者 150 人 と 保護者 お よ び そ の 関

係者を対象 と し て ， 1推進 フ ェ ア 」 が 開催 さ れ た。

「推進 フ ェ ア 」 と い う の は ， 理工系 学部 を擁す る 日 本 の 各 国立大学が ソ ウ ル市 内 に 設定 さ れ た 会場 に

no

 



ブ ー ス を設 け ， 日 韓生候補者 お よ び そ の 関係者 に 対 し て 自 大学 を 紹介 し 配置希望 を促す も の で あ る 。

日 本か ら 37 の 国立大学が参加 し た (資料展示 の み の 10 大学 を 含む) 。

日 時 : 2009 年 9 月 6 日 ( 日 ) 9 :00 � 17 :00 

場所 : 国 立 国 際教育院 (所在地 : 韓国 Seoul 特別市鐘路区東崇洞 181)

主管 : 韓 国 国 立 国 際教育院， 日 本国 文部科学省， 日 本大学連合会

本学か ら は 石原外美 (工学部機械知能 シ ス テ ム 工学科) ， 張勤 (理学部生物園環境科学科λ 朝野真 (学

務部学生支援 グ ル ー プ留学支援 チ ー ム ) の 3 人 が参加 し ， 本年度富 山 大学配置予定の 日 韓生 (第 10 期生)

の 安大 燥 君 も 手伝 い に 来 て く れ た 。

本年度 は 富 山 大学 を 紹介す る デ ザ イ ン の 団扇 を 準備 し て ， 会場で 日 韓生候補者や そ の 保護者等 に 配布

し た 。

推進 フ ェ ア の 日 程 は ， 午前 中 は 全体 に 対す る 説明会が講堂で行わ れ， 昼食を は さ み， 午後 は本事業の

第 2 次 プ ロ グ ラ ム の 第 l 期採用 予定者 を 対象 と し て ， 各参加大学の ブ ー ス に お い て 通訳 を 介 し て 説 明 が

行 わ れ た 。 本学 の ブ ー ス へ は 13 人 の 訪 問 が あ っ た。

8 おわ り に

日 韓共 同 理工系 学部留学生事業 は ， 開始後 10 年 を 経て ， 次年度か ら 「第 2 次」 の 段 階 に 入 る こ と に な っ

た 。 今後 日 本 の 国立大学 お け る 本事業の 重要性 は 高 ま り ， さ ら に 各大学 の 日 韓 プ ロ グ ラ ム の 充実が求め

ら れ る と 思 わ れ る 。

日 本 の 各 国立大学へ の 日 韓生 の 配置 は ， 日 本留学希望生徒が 「志望調査」 で ど の 大学 を 望ん だ か に よ

り ほ ぼ決定 さ れ る の で， 受 け 入 れ よ う と す る 日 本 の 国立大学 は ， 自 大学が留学希望者の 希望大学 と し て

選 ば れ る よ う に 努力 す る こ と が求 め ら れ る と い う 現実が あ る 。 こ れ ま で も 富 山 大学 と し て も ， 日 韓W G

を 中心 と し て 本事業 に よ る 韓国人留学生が配置 さ れ る よ う に 努力 し て き た が， い っ そ う の 努力 が必要で

あ ろ う 。

今年度 は 3 年ぶ り に 本学へ の 2 名 の 配置が あ り ， 本報 に 詳述 し た よ う に 出 来 る 限 り の 充実 し た プ ロ グ

ラ ム を 実施 し た 。 今後 も 日 韓生 の 配置が あ る よ う に 積極的 に 努力 し ， 充実 し た プ ロ グ ラ ム を 提供 し て い

き た い。
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